
大
正
五
年
四
h
丹
山
ハ
ロ
日
第
一
一
一
秤
郵
便
物
認
可
　
　
　
大
噌
止
七
年
議
刈
H
月
二
十
七
n
口
固
尉
納
本
ρ
立
脚
月
嶋
陶
一
一
μ
獲
行
）

三富第巻蓼第
　號Pt十三第
行雛iヨー月十年七正大

デ
カ
a
ト
の
っ
頬
則
込
咽
」
に
現
は
れ
π
る
批
到
論
的
瓜
想

：
：
・
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
；
：
・
・
交
學
博
士
　
朝
永
三
十
二

交
替
遠
蛎
錯
誤
の
鍵
換
時
問
に
就
て
：
丈
學
士
　
黒
田
源
次

米
國
に
於
け
る
黒
人
敏
育
の
子
達
：
・
・
丈
學
檸
士
　
小
西
軍
直

美
の
具
象
性
（
完
結
）
：
：
：
：
…
：
・
：
交
學
埠
士
　
深
田
漿
算

法
理
と
倫
理
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
丈
學
士
安
部
晴
之
助

彙
報
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
・
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：

新
著
紹
介
：
・
：
・
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・

　雑
E“Zxo

内撃大科文撃大國帝都京

　會三哲都京



　第第第
一鎌條僚N

京
都
哲
息
筋
規
則

本
會
チ
京
都
哲
學
會
卜
稽
ス

本
禽
隔
ハ
廣
嚢
二
於
ケ
ル
哲
風
苧
ノ
研
究
及
挫
ハ
苑
日
及
チ
M
以
一
ア
日
円
的
函
ス

本
會
ハ
前
條
ノ
臼
的
チ
蓬
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
チ
行
フ

毎
月
一
回
研
究
倉
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
年
潔
秋
ご
回
公
開
講
演
ん
響
．
チ
開
ク

　
　
】
、
毎
月
一
同
難
誌
『
哲
學
研
究
』
チ
磯
行
ス

第
四
艦
蹄
　
本
A
習
事
務
所
チ
ゐ
王
都
帝
國
大
學
文
科
大
鍋
・
内
昌
咀
臓
ク

第
五
條
本
會
ノ
事
業
チ
縄
螢
ス
勘
爲
メ
差
ノ
役
貝
墾
置
ク

　
　
M
、
委
員
（
繋
武
名
）
京
都
帝
國
大
學
丈
科
大
離
哲
學
科
教
官
及
委
員
奪

　
　
　
　
二
於
テ
推
曲
鷹
シ
タ
ル
者
チ
以
テ
・
之
二
巾
尤
ツ

　
　
一
、
書
記
（
哨
名
）
委
員
會
昌
於
テ
囑
託
ス

第
六
二
本
會
ノ
趣
旨
鴻
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
ラ
ア
モ
禽
貝
タ
ル
諏
ト
チ
得

　
斑
響
校
、
　
覇
謬
館
、
　
教
訟
B
合
”
、
　
北
ハ
納
曲
ノ
謝
川
鱒
ハ
膝
〔
灘
淵
触
騨
ノ
名
ヲ
旧
以
一
ア
入
會
ス
ル

　
コ
ト
チ
得

第
み
．
條
會
員
ハ
倉
費
ト
シ
テ
年
武
團
八
拾
銭
、
前
後
二
期
亀
分
チ
テ
前
納
ス

　
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
　
金
闘
馨
ハ
ハ
本
金
け
ノ
藷
…
種
ノ
八
響
A
”
二
鶴
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
n
ツ
口
峡
叫
『
哲

　
墨
研
究
』
ノ
瀧
付
チ
受
ク
，

第
九
條
　
木
倉
規
則
ノ
改
正
攣
更
ハ
季
員
倉
ノ
決
議
二
依
ル

京
都
哲
謡
扇
役
員

委
　
員

書
　
記

交
學
博
士
波
多
野
精
一

丈
學
博
士
．
西
　
田
　
甕
　
多

丈
學
博
士

丈
學
士

チ朝

　も葉永

胤高

配
學
博
士
　
狩
　
野

丈
學
博
士

威郎郎

直
　
喜

回米

瀬田

武庄

次太
郎’郎

丈
二
士
　
植
　
田

、
交
學
士

丈
學
博
士

交
學
簿
士

文
學
薄
士

文
學
博
士

寳小藤深松野
田本擁壁西井

丈健

壽
　
藏

方重治康三俊

直郎算郎央治



肌

本
課
の
意
義
と
俊
値
と
は
、
ど
こ
ま
で
も
充
分
の
理
解
を
以
て
原
著
の
国
議

と
論
理
と
を
原
著
の
表
現
に
飛
ふ
て
骸
密
に
ご
を
邦
語
に
移
す
、
と
云
ふ
こ

と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
っ
て
、
本
課
鍛
、
唯
だ
外
的
な
思
想
の
擬
似
を

捉
へ
て
、
こ
れ
が
安
儂
な
る
利
壇
を
ば
昌
的
と
せ
る
入
々
に
封
し
て
存
雀
す

べ
き
も
の
で
な
く
し
て
、
ど
こ
ま
て
も
、
生
き
た
深
い
眞
理
を
ぱ
、
『
理
性
そ

の
も
の
の
源
泉
か
ら
汲
み
掛
さ
う
と
苦
心
す
る
人
々
』
に
封
し
て
の
み
意
義

を
有
っ
て
み
る
、
と
嘗
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
本
書
の
内
容
の
詳
し
い
紹
介

は
、
こ
こ
に
は
省
略
し
、
自
分
は
絡
り
に
、
再
び
、
此
の
有
鉛
な
る
課
書
を

筏
わ
が
讃
書
界
に
與
へ
ら
れ
た
課
考
の
努
力
に
謝
し
て
感
謝
し
た
い
と
思
．

ふ
。
（
東
京
岩
波
書
店
嚢
行
、
定
便
星
野
五
拾
銭
、
世
良
醜
男
）

寄
贈
雑
誌

折
n
學
雌
歎
叫
、
　
田
幽
晦
、
　
三
酉
倫
理
講
演
錐
叩
、
　
心
理
卵
試
図
、
　
六
合
難
誌
、
東
洋
哲

學
、
無
誰
燈
、
東
亜
之
光
、
早
魚
田
丈
學
、
學
校
教
育
、
教
育
、
内
外
教
育

詳
論
、
飯
屋
教
育
、
敏
育
研
究
、
教
育
學
徳
界
、
教
育
界
、
教
育
博
論
、
兵

隊
教
育
、
奈
良
縣
教
育
、
静
岡
縣
教
育
、
岐
皐
縣
教
育
、
長
崎
賑
教
育
難
誌
、

藝
備
教
育
、
「
宮
城
教
育
、
肉
冠
縣
教
育

1251

前號鍾次

　　　　　　tw　　　　　一・：v　　　　．t　／“　　rw　”‘t戸」’

デ
ィ
ル
タ
イ
の
記
載
的
分
析
的
心
理
學
：
：
：
・
：
：
∴
：
丈
義
士

美
の
具
象
性
…
・
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
・
：
：
：
：
丈
學
博
士

實
践
理
性
批
剣
の
根
本
問
題
に
就
て
：
：
・
：
・
：
砺
：
：
：
丈
學
土

識
別
作
用
の
非
相
辮
性
に
聾
す
る
實
験
的
研
究
（
承
前
）
：
：
丈
學
士

個
甥
的
因
果
律
の
論
理
に
就
き
て
左
右
田
博
士
の
敏
を

乞
ふ
：
．
．
。
・
・
：
：
：
の
：
．
．
．
．
．
：
・
・
：
．
．
．
．
，
．
．
．
．
，
．
．
．
．
．
丈
學
博
士

ヘ
ル
マ
ン
、
コ
オ
．
エ
ン
に
就
て
：
・
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
丈
學
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
　
　
緬

ヘ
ル
マ
ン
、
コ
オ
エ
ン
省
像

千世深勝

葉良田部

胤壽康謙

成男算逡

田
　
　
邉
　
　
元

中
　
川
　
得
　
立

8

害
贈
難
誌

一
〇
五



ム【毒q

臼
＆
自訴定

一
、
本
檎
“
へ
入
油
日
礁
弗
望
ノ
山
刀
ハ
直
接
本
領
宛
テ
ニ
御
巾
朝
込
被
輔
卜
度
嬢

　
一
、
會
員
轟
シ
デ
樽
居
セ
ラ
レ
タ
ル
飾
ハ
直
チ
ニ
其
旨
御
報
蜘
上
下

　
　
度
候

　
一
、
ム
州
口
弗
鼠
ハ
掘
瑚
鵡
欝
門
門
疲
隅
｛
〈
聯
伽
麟
欝
（
V
山
ハ
凸
ハ
漁
ゆ
瓢
轡
、
｛
尿
細
即
麟
幽
総
｝
命
騰
｛
処
一
ア
昌

　
　
御
抑
込
被
F
慶
候

　
一
、
山
小
勲
鱒
ノ
編
輯
二
闘
…
ス
ル
涌
聞
信
甲
及
紹
介
。
新
刊
四
書
・
交
換
雑
融
隙
竺
V
ハ

　
　
凡
テ
本
會
宛
テ
ニ
御
搬
途
被
下
垂
候

　　

@　

@　

@　

@
嫁
繋
駅
騨
京
都
二
二
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
饗
◎
六
六
墾
番

一六

敷
　
　
定
　
　
　
　
　
二

重
｝
余
瓜
拾
　
石
　
霧

郵
金

税

十
　
二
　
朋
（
櫛
金
）
一
金

勝
（
前
金
）
「
金
萱
殿
五
拾
貸
　
　
不

　
　
　
　
　
　
　
　
参
　
　
　
圓
　
不

遜1壷

受受

塵
羅
ケ

一
頁
　
　
金
蛤
　
　
圓

孚
頁
　
　
金
六
　
　
圓

註

◎
倉
員
に
あ
ら
ざ
る
講
譲
者
の
三
皇
丈
及
び
廣
告
に
關
す
る
件
は
蜜

　
愛
館
…
へ
卿
巾
込
下
さ
れ
度
候

◎
本
誌
の
御
註
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
税
共
前
金
に
て
伽
迭
り
下
さ
る

　
べ
く
候

⑤
振
替
貯
金
に
て
御
話
金
は
（
葉
京
二
八
◎
番
）
蜜
丈
館
宛
に
願
上
候

◎
前
金
切
れ
の
柑
高
台
は
帯
漏
封
に
「
晶
剛
金
切
」
の
印
・
章
抑
り
捺
致
一
す
べ
き
に

　
付
直
に
御
突
込
下
さ
れ
度
秩

⑥
見
本
御
入
田
川
の
場
A
口
は
金
球
拾
銭
御
　
逡
り
下
さ
れ
疲
候

⑤
特
に
請
求
書
及
領
牧
書
面
を
要
す
る
揚
合
は
郵
券
三
関
御
蓬
付
下

　
さ
れ
度
候

大
正
七
年
九
月
二
十
七
日
印
刷
納
本

大
正
七
年
十
月
一
日
嚢
　
行

‘

　・腰許不

　　軸禁

編
輯
肴

右
代
表
者

磯
行
者

印
捌
春

印
刷
所

第
三
十
扁
號

第
参
容

第
拾
燈

京
都
帝
國
大
子
交
科
凹
凹
内

京
都
哲
學
會

寳
　
嚴
　
方
　
治

蟹
京
市
牛
込
賑
市
谷
繍
質
町

　
丁

秀
英
含
第
一
工
揚

；護青孝簑大

童葉
。裏＿噸久

番力π　瞬本

地誇郎地謡

襲
行
所
襟
乱
離
欝
鼎
沸
寳
交
館

襲
費
元
麟
聯
麟
縣
儒
哩
晶
寳
交
館

暫
御
所

（
東
京
）
　
東
京
堂
、

良
明
堂
、
上
田
屋

（
京
都
）
　
賓
交
館

東
海
堂
、

（
大
阪
）

（
淋
戸
）

北
隆
館
、

弓
丈
館

賓
文
館



鱗
羅
鷹
櫻
井
寅
之
助
著

新瞬．マ
†

最
近
一
口
を
歴

遊
せ
る
櫻
井
教

授
の
親
察
せ
ら

れ
た
る
欧
米
に

於
け
る
諸
方
面

の
難
感
は
本
書

に
詳
叙
せ
ら
れ

て
餓
萬
な
し
鷲

迭 定 布

料 懲 装
金 蘭 登
拾
武

八
拾 一

千 銭 冊

本
書
は
東
京
高
等
師
範
學
稜
に
理
化
、
東
京
電
食
大
學
に
化
學
を
學
び
、
母
校
幹
事
及
び

米
澤
高
等
工
業
學
校
定
頭
と
し
て
盛
名
あ
ら
し
櫻
井
敏
授
が
、
最
近
欧
米
に
遠
望
し
、
或

は
北
米
の
天
地
に
黄
臼
赤
黒
蟻
人
種
の
濡
鼠
比
較
試
瞼
を
受
く
る
同
胞
の
成
績
を
考
襲
し

或
は
欧
露
各
國
の
緊
張
せ
る
奮
闘
の
精
銅
を
観
、
從
來
の
敏
育
並
に
民
俗
の
長
短
を
察
し

叉
孜
々
と
し
て
此
後
の
経
螢
に
渡
属
せ
る
實
況
を
目
撃
し
て
、
存
外
ニ
ケ
年
親
し
く
覗
察

ぜ
ら
れ
だ
る
諸
方
面
の
事
實
を
叙
し
、
謹
厚
叉
洒
脱
、
時
に
は
鏡
需
の
批
詐
を
加
へ
、
時

に
は
堂
々
の
経
論
を
説
き
、
青
竜
行
文
極
め
て
流
麗
、
翼
に
快
讃
一
過
す
べ
か
ら
し
む
。

さ
れ
ば
島
育
者
と
非
器
育
者
と
の
論
な
く
、
將
た
男
女
老
若
、
朝
野
貴
賎
の
別
な
く
、
護

ん
で
面
驚
く
亦
釜
す
る
所
多
か
る
べ
く
、
眞
に
通
讃
巻
を
蔽
ふ
能
は
ざ
る
快
著
と
は
是
な

り
。
切
に
一
本
の
備
付
を
薦
む
。

町石本遮騰本日京束

番○八二京東替振
實文館町路淡恒東市阪大

番≠四陳大替振

哲
學
研
究
　
第
三
十
憎
號
鱗
惟
蜷
　
幣
証
掛
御
（
毎
月
一
圓
一
ロ
褒
行
）
（
三
二
灘
輔
驕
）

定
償
金
神
詣
…
五
銭


